
    ② いじめ事案発生時の基本的な流れ 

いじめ事案が発生した時は、迅速かつ組織的に対応することが、いじめによって 受け

る生徒や保護者への影響を最小限に抑えることができる。基本的な流れとしては、下図の

通りである。 

 

    ○いじめ事案への対応フロー図（通常） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

 

 

アンケートや相談、申告、通報、発見による 

いじめと疑われる事案の認知 

情報の収集・記録・共有（情報集約担当者：生徒指導主事） 

【生徒指導委員会構成】 
 校長・教頭 
 生徒指導主事 
（情報集約担当者） 
 各学年生徒指導担当 
 養護教諭・教務主任 

いじめの疑いに関する情報の収集･記録･共有 

いじめでないとの判断 

事案調査班 

生徒への聴取、いじめの情報の 

収集・記録・共有 

※ 本人からの訴えの場合は 

いじめと判断して対応する 

 

 

 

 

管理職による対応の決定 

職員会議 

いじめに対する措置・対応 

措置・対応の検証・修正 

 

※いじめ事案の内容によって学

校が必要と認めたときは、警察

に相談・通報し連携する。 
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    ○いじめ事案への対応フロー図（重大事態） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ③ 年間を見通したいじめ防止等指導計画の整備 

いじめの未然防止や早期発見のためには、学校全体で組織的、計画的に取り組む必要が

ある。組織体制を整えると同時に、年間指導計画を立て、学校全体でいじめ問題に対する

取組を行うための体制づくりに努める。また、毎月の生徒への「きらりアンケート」の取

組も丁寧に真摯に行うよう努める。 
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【重大事案発生等対策委員会構成】 

 校長・教頭 

生徒指導主事（情報集約担当者） 

 学年主任・人権教育主任 

 養護教諭・教務主任・学級担任 

 特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 

 学校運営協議会 

 PTA 代表・宇城教育事務所・SSW

・宇城市教育委員会 

学校支援ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ  

児童福祉ｾﾝﾀｰ・家庭児童相談員 

「いじめ・生徒指導対策

委員会」での対応 

いじめられた生徒・保護

者、いじめた生徒・保護者、

周囲の生徒への対応検討 

 

管理職による

対応の決定 

 

 

 

職員会議 

いじめに対する措置・対応 

措置・対応の検証・修正 

 

※重大事態の調査主体が市教育委員会の場合は、市

教育委員会へ資料等の提供など調査に協力する。 

※調査によって明らかになった事実関係について

は、いじめられた生徒・保護者に対して、適時・

適切な方法で提供・説明を行う。 

「重大事案発生等対策委員会」での対応 

※学校が調査の主体となった場合 

情
報
提
供 

「重大事案発生等対策委員会」の設置 

※第三者の参加を図る 



（３）生命又は身体の安全がおびやかされるような重大事案への対処 

重大事案が発生した場合には、下記の内容を確実に行い、関係機関との連携のもと、そ

の解決・解消に向けた取組を行う。 

○速やかに宇城市教育委員会に報告し、指示を仰ぎ、必要に応じて警察等の関係機関へ報告

する。校長が中心となり、学校全体で組織的に対応し、適正かつ迅速に事案の解決に努め

る。 

○事案によっては、学年及び学校すべての保護者に説明する必要の是非を判断し、必要があ

れば当事者の同意を得たうえで、説明文書の配付や緊急保護者会を開催する。 

○事案によっては、マスコミ対応の必要性もあるため、対応窓口を教頭に一本化し、誠実な

対応に努める。 


